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石田 寛プロフィール 

 

・経歴 

1966年 5 月 

1979年 9 月 

1990年 3 月 

東京生まれ 

英国 Stonyhurst College に留学（～1982年） 

成城大学経済学部経済学科卒業 

1990年 4 月 日本興業銀行に入行 

1990年 9 月 日本興業銀行本店市場営業部ボンドディーリング班に配属 

1994年 9 月 日本興業銀行高松支店配属（金融法人班と営業班を兼務） 

1998年 3 月 日本興業銀行本店システム企画部配属 

（興銀システム開発株式会社へ研修） 

1999年 11月 日本興業銀行システム企画部 2000年問題推進班配属 

2000年 4 月 日本興業銀行システム企画部システムリスク管理班配属 

2000年 8 月 日本興業銀行を退職 

2000年 10月 経済人コー円卓会議日本委員会でボランティアとして活動する 

2001年 9 月 経済人コー円卓会議日本委員会アシスタント・コーディネーター 

 

2004年 2 月 経済人コー円卓会議日本委員会事務局長に就任 

2005年 11月 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科経営戦略専攻助教 

（Business Ethics, Making Ethical Decisions, 企業倫理事例研究 

  Individual Research） 

2006年 9 月 青山学院大学大学院国際マネジメント研究科非常勤講師 

（企業倫理とコンプライアンス） 

2006年 11月 経済人コー円卓会議日本委員会専務理事兼事務局長 

2007年 2 月 

2007年 4 月 

 

    

国際基督教大学国際経営学科非常勤講師 （経営学通論） 

関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科経営戦略専攻准教授 

（Business Ethics, Making Ethical Decisions, 企業倫理事例研究 

  Individual Research） 

2008年 4 月 SBI大学大学院講師 

2010年 3 月 経済人コー円卓会議日本委員会理事兼事務局長 

2010年 8 月 九州大学ビジネス・スクール 

（九州大学大学院経済学府産業マネジメント専攻）非常勤講師 

2012年 11月 経済人コー円卓会議日本委員会業務執行理事＆事務局長（現職） 

2013年 4 月 関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科教授 

2014年 4 月 九州大学大学院経済学府客員教授 

    2014年 9 月  東京国際大学国際戦略研究所  

                  Center for Inclusive Business and CSR フェロー（現職） 

  2015年 3 月  Developments in the Field Panel, Business and Human Rights Journal,  

               Cambridge University Press 
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・著書/記事 

『CSRイノベーション』 （前田浩共著、生産性出版 2006年） 

 『環境と開発のためのグローバル秩序』 

担当：第 8章 環境と貧困をめぐるグローバル企業の社会的責任（東信堂 2008年） 

 『日産の CSR戦略 

    －成長と信頼に基づく持続可能性の経営－』（管慶太郎共著、生産性出版 2008年） 

『Business and human rights progress in the Japanese context』   

(http://blogs.lse.ac.uk/businesshumanrights/2015/11/13/un-forum-series-business-and-human-ri

ghts-progress-in-the-japanese-context/) （UN FORUM SERIES 2015年） 

 

http://blogs.lse.ac.uk/businesshumanrights/2015/11/13/un-forum-series-business-and-human-rights-progress-in-the-japanese-context/
http://blogs.lse.ac.uk/businesshumanrights/2015/11/13/un-forum-series-business-and-human-rights-progress-in-the-japanese-context/

